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セキュリティスコア推移レポート ＜四半期トレンド＞
グロースネクスト株式会社(IPO準備) ｜ 対象期間：2026Q1 〜 2026Q3 ｜ 診断基準：NIST CSF 2.0・ITGC観点

スコア比較グラフ
※ NIST CSF 2.0の6機能を横軸に、四半期ごとの棒を並べたグループ化棒グラフです。Y軸は0〜100%の絶対評価で固定しており、棒の高さを誇張す
る視覚的操作はしていません。

機能別スコア比較

機能 前回 2026Q2 今回 2026Q3 変化 (Δ)

統治 (GV) 50% 65% +15%

識別 (ID) 58% 75% +17%

防御 (PR) 68% 89% +21%

検知 (DE) 58% 75% +17%

対応 (RS) 50% 58% +8%

復旧 (RC) 50% 50% → 変化なし

総合スコア（平均） 56% 69% +13%

ITGCドメイン別（IPO準備度）— 2026Q3 時点

ITGC領域 現在地 準備度の目安

アクセス管理 L4 — 最適化 おおむね充足

資産管理 L3 — 整備済み 引き上げ対象

変更管理 L3 — 整備済み 引き上げ対象

運用管理 L2 — 部分対応 最優先

統制環境 L2 — 部分対応 最優先
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※ 本四半期の診断結果に基づきAIが提案した推奨アクションです（生成時点の内容で固定）。ダッシュボードの改善施策ロードマップ（初回診断
時に確定し継続管理する改善計画）とは別の一覧です。

▶ インシデント対応体制の整備：初動手順書の策定と模擬訓練の実施

▶ バックアップ・復旧テストの実施：重要データ復旧手順の確立と定期検証

▶ 運用管理の高度化：ログ集約基盤の構築と不審挙動の監視体制確立

▶ 変更管理プロセスの強化：承認・作業者分離と変更記録の証跡整備

▶ ガバナンス文書の整備：リスク評価の定期実施と経営報告体制の確立

※ 本レポートは実績データのみを使用した確定値です。グループ化棒グラフにより機能別・四半期別の比較が一覧できます。Y軸は0〜100%の絶対
評価で固定しており、スコアの視覚的水増しはしていません。数値の価値は単発の絶対値でなく、四半期ごとの推移（変化量）にあります。


